






要約:小児の肝疾患患児 83 例において Anti-HCV の陽性率を検討した。Anti-HCV 陽性者は

11 例(13.3％)で、これは非 A非 B型肝炎と診断された 24 例のうちの 45.8％を占めていた。

輸血後肝炎では 63.6％と高い陽性率であったが、非 A 非 B 型散発性急性肝炎では 25％、

非 A 非 B 型慢性肝炎では 20％と成人に比較して低い陽性率であった。A 型、B 型肝炎、肝

悪性腫瘍、脂肪肝、新生児肝炎などの肝疾患では陽性者は認められなかった。


